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● 

大
崎
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

（
公
共
下
水
道
条
例
の
改
正
内
容
及
び
審
議
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
８

ペ
ー
ジ
か
ら
９
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

質
： 

合
併
浄
化
槽
の
維
持
費
と
下
水
道
使
用
料
の
１
期
当
た
り
の
差
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
： 

大
崎
町
公
共
下
水
道
事
業
審
議
会
の
時
点
で
は
、
合
併
浄
化
槽
の
年

間
の
維
持
費
と
し
て
、
保
守
点
検
料
が
年
間
３
万
円
、
法
定
検
査
料

が
年
間
当
た
り
２
千
円
、
合
計
で
３
万
２
千
円
に
な
る
。
３
万
２
千

円
を
下
水
道
使
用
料
の
請
求
が
あ
る
６
期
で
割
る
と
、
１
期
当
た
り

５
千
３
３
０
円
と
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
下
水
道
使
用
料
の
１
期
当
た
り

の
金
額
に
つ
い
て
は
、
二
人
世
帯
で
換
算
を
し
た
場
合
、
国
の
基
準
と

な
る
15
立
方
メ
ー
ト
ル
を
引
用
し
て
、
二
人
世
帯
で
１
期
当
た
り
30
立

方
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
そ
れ
を
基
に
計
算
す
る
と
、
消
費
税
を
含
め

て
４
千
９
５
０
円
と
な
り
、
合
併
浄
化
槽
の
維
持
費
が
３
８
０
円
高
い

と
い
う
こ
と
で
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
審
議
会
で
の
説
明
の
時

に
は
含
め
て
い
な
か
っ
た
合
併
浄
化
槽
の
ブ
ロ
ワ
ー
の
電
気
代
８
千
円

を
加
え
て
、
１
期
当
た
り
の
合
併
浄
化
槽
の
維
持
費
を
算
出
す
る
と

６
千
６
６
０
円
に
な
り
、
下
水
道
の
１
期
当
た
り
の
金
額
４
千
９
５
０

円
と
比
較
し
て
１
７
１
０
円
の
差
額
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

質
： 

今
回
の
下
水
道
使
用
料
の
料
金
改
定
で
は
、
激
変
緩
和
措
置
期
間

は
設
け
て
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
１
・
６
倍
強
の
上
昇
と
な
る
。
何

故
今
の
時
点
で
行
う
の
か
。
何
故
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
ま
で

対
応
し
な
か
っ
た
の
か
。

答
： 

料
金
改
定
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
平
成
21

年
に
最
後
の
公
共
下
水
道
の
工
事
を
施
工
し
て
お
り
、
平
成
14
年

度
の
供
用
開
始
か
ら
約
17
年
経
過
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
ま
で

下
水
道
接
続
の
推
進
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と

で
、
料
金
改
定
し
て
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

質
： 

合
併
浄
化
槽
の
維
持
費
と
下
水
道
使
用
料
の
比
較
を
行
っ
た
資
料

に
つ
い
て
、
下
水
道
区
域
内
の
方
が
汲
み
取
り
方
式
や
合
併
浄
化

槽
な
ど
か
ら
、
下
水
道
に
接
続
す
る
際
に
要
し
た
既
存
の
浄
化
槽

か
ら
の
取
り
外
し
や
埋
め
戻
し
の
費
用
な
ど
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

下
水
道
使
用
料
だ
け
の
比
較
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
： 

提
示
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
使
用
料
と
合
併
浄
化
槽
の
年

間
の
維
持
費
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置

費
用
や
下
水
道
へ
の
接
続
に
対
す
る
施
工
費
用
に
つ
い
て
も
考
慮
す

べ
き
で
あ
っ
た
。

質
： 

今
回
の
説
明
か
ら
汚
水
の
処
理
費
用
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
が
、
そ
の
不
足
分
を
今
回
の
料
金
改
定
で
直
接
上
乗
せ
し

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
担
当
課
と
し
て
不
足
を
解
消
す

る
た
め
の
努
力
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
。

答
： 

担
当
課
と
し
て
下
水
道
事
業
の
中
身
を
改
善
す
る
と
か
、対
策
を
講
じ

た
と
い
う
よ
う
な
直
接
的
な
改
善
策
に
つ
い
て
は
、申
し
上
げ
ら
れ
な

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
下
水
道
事
業
を
供
用
開
始
し
た
時
点
で
は
職

員
５
人
体
制
で
あ
っ
た
が
、現
在
で
は
下
水
道
係
は
職
員
一
人
で
対
応

し
て
お
り
、人
件
費
に
つ
い
て
は
４
人
分
削
減
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

質
： 

今
回
の
料
金
改
定
は
、
激
変
緩
和
措
置
は
あ
る
が
、
最
終
的
に
は

現
行
の
使
用
料
の
１
・
６
７
倍
に
な
る
。
今
回
の
下
水
道
条
例
の
改

正
内
容
か
ら
す
る
と
、
上
水
道
の
使
用
料
が
一
番
多
い
10
立
方
メ
ー

下水道使用料が段階的　 に引き上げられます

大
崎
町
公
共
下
水
道
条
例
審
査
特
別
委
員
会

12月定例会で各常任委員会に付託された議案の審議内容（抜粋）


